
問題点

病院でのストレス
治療内容に対しての不安
親と離れる治療に対する恐怖
普段とは違う入院生活に対する
孤独
治療に対するモチベーションの
低迷
起床就寝や勉強時間などの生活
リズムの乱れ

長期入院患児の現状

課題抽出のための現場調査

患児にとって入院生活や病院での
治療は大きなストレス

→患児が抱えている 3つの負の感情
　( 不安・恐怖・孤独 )

＠市立函館病院小児科

治療に対する前向きな意欲が大切
起床就寝や勉強時間に問題有

従来の患児支援方法

1日小児外来で見学
看護師へのヒアリング

Virtual Pet(VP)*¹ による入院患児支援アプリ「NoA」

解決策

人形を用いたプレパレーション
<特徴 >・愛着のある対象が治療の説明をすること
               　で治療に対してモチベーションが向上
PCソフトによるプレパレーション
<特徴 >・アニメーションを用いることで患児が
　               理解しやすい説明が可能
                ・豊富な活用が可能

iPhoneAppleWatch
使用時の状況

患児が入院中に着用

患児の入院生活の充実
患児の治療へ取り組む姿勢の向上

4才から 10 才の長期入院患児対象最終目標

不安・恐怖・孤独を軽減
モチベーションの向上・生活リズムの維持

目的 患児の親のスマホに
インストール
患児の入院生活の時間
を設定

　バーチャル上でのキャラクター
　常に一緒にいると感じられるもの
　として AppleWatch を利用

*1 Virtual Pet: バーチャル上で常に一緒にいる存在

従来の支援方法を取り入れた手法
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 Virtual Pet による入院患児支援アプリ

提案
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クイズやじゃんけんなどのゲーム要素の
機能を実装

AppleWatch でアニメーションを再生
ビーコンを用いて再生を自動化

VPと患児の会話機能を実装 
会話に合わせたアニメーションを実装

岩手医科大学で本アプリを提案
提案手法の有用性を証明

今後

会話・アニメーションAppleWatch でのアニメーション

ゲーム要素を持つ機能

ショップで購入したもの
で着せ替え可能

ショップ

睡眠

検査手順

応援目覚まし

朝食

薬

勉強

溜まったコインで購入

歯磨き

お着換え

おはよう！
朝の時間だよ。

ご飯の時間だよ
残さず食べようね

歯磨きの時間だよ
綺麗に磨こうね

薬の時間だよ
頑張って飲もうね

VP が朝の挨拶

VPが歯磨きの

VPが朝食の挨拶

VPが薬の声かけ

勉強の時間だよ
僕と一緒に勉強しよう

おやすみ！

声かけ

治療に対する不安を軽減するために、事前に治療手順を説明する機能を実装
親と離れる治療に対する恐怖を軽減するために、応援機能を実装
入院生活の孤独感を軽減するために、常に一緒にいる存在の VPに愛着関係を形成
治療に対するモチベーションを維持・向上するために、ご褒美機能を実装
入院生活のリズムを維持するために、スケジュール機能を実装

就寝勉強 自由時間検査起床

7:00 14:0010:00 16:00 21:00

VPが勉強を声かけ

 VP が夜の挨拶
充電をすると
睡眠画面に遷移

治療手順をアニメーションで再生

治療中に VPが応援
治療終了後、NoAコインを獲得

展望
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機能

機能の概要


